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『東洋の化粧品王』中山太一
－商売の正道を貫いた企業家－

開催期間：2023年8月1日㈫～11月25日㈯

開催場所：大阪企業家ミュージアム
大阪市中央区本町1-4-5
大阪産業創造館地下1階

大阪企業家ミュージアム
ホームページ

市立伊丹ミュージアム様 企画展

『モダンガールのたしなみとよそおい』

開催期間：2023年9月8日㈫～10月22日㈰

開催場所：市立伊丹ミュージアム 展示室３
兵庫県伊丹市宮ノ前2-5-20

市立伊丹ミュージアム
ホームページ

大阪企業家ミュージアム様 特別展示

サロンドフルベール 創業50周年記念展示同時開催

昭和48（1973）年の創業から今年ブランド誕生50周年を迎えた

サロン ド フルベールの歴史と商品をご紹介。

第一号商品の「フルベール70」をはじめ、名品として名高い

「フルベール77」「フルベールロワイユ」を展示いたします。

和漢生薬の「シコン」は当社の研究所で40年以上

研究を重ねており、ほかの植物原料とあわせて素肌
本来の美しさを保つためのこだわりの成分として使用

しています。

サロン ド フルベールのスキンケアシリーズには、
全てシコンエキス（保湿成分）が配合されています。

フルベール70シリーズ
（昭和48年発売）

フルベール77シリーズ
（昭和50年発売）

フルベールロワイユシリーズ
（昭和54年発売）

開館時間：火･木･金･土曜日 10時～17時（入館は16時30分まで）
水曜日 10時～20時（入館は19時30分まで）

休 館 日：日曜日、月曜日、祝/休日、年末年始、お盆

開館時間：10時−18時（入館は17時30分まで）

休 館 日：月曜日（祝日の場合は開館、翌平日休館）
年末年始（12/29−1/3）



株式会社クラブコスメチックスは明治36(1903)年に

中山太陽堂として創業し、本年で120周年を迎えました。

創業者 中山太一は明治39(1906)年に自社第一号製品

「クラブ洗粉」を、また明治44 (1911)年には「英国式クラブ

美身クリーム」を発売。以降、多種多様な販売促進・営業

活動を行いながら製品を次々と世に送り出してきました。

昭和14(1939)年に株式会社化し、昭和46(1971)年に

株式会社クラブコスメチックスに社名変更をしてからも、

スキンケアやメイクアップ化粧品を通して創業時の

「双美人精神」の思いを伝えてまいりました。

本展では創業120周年記念展示として、第一号製品

クラブ洗粉を筆頭に創業時から令和の時代までのスキン

ケア製品をお手入れの手順に沿ってご紹介いたします。

一つの製品が長きにわたり存在する中でたどってきた変遷や、

当社の総合化粧品会社としてのバラエティ豊かなライン

ナップをお楽しみください。
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クラブ洗粉は明治39年に発売後、容量や配合成分に

改良を加えながら、今日まで発売しています。

一見どれも同じように見えますが、発売当初のものに

加え、容量が異なる特大袋や別大袋などを次々と発売。

明治44年に発行された『東京小間物化粧品名鑑』には、

容量や容器の形状が異なるクラブ洗粉が14点記載されて
います。
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左：クラブ洗粉 専売特許罐入（明治44年発売）
中：クラブ洗粉 （昭和中期～昭和後期発売）
右：クラブ洗粉 110周年限定（平成28年発売）

クラブ洗粉（明治39年発売）

クラブ洗粉 詰替用容器付
（昭和後期発売）

詰替用容器

クラブ カテイ洗粉 布袋入
（昭和6年発売）

クラブ洗粉 美術罐入（明治41年発売）

洗粉は古くから洗顔料として広く親しまれていましたが、明治時代に西洋

文化が取り入れられるようになると、洗顔料として新たに舶来の石鹸が注目

されるようになりました。

舶来の石鹸は、洗浄力が高く香りが良いという特徴がありました。創業者

中山太一はこれに着目し、古くから親しまれていた洗粉と舶来の石鹼の良い

ところを掛け合わせ、舶来の石鹸に負けない製品を作ろうと決意しました。

そうして誕生したのが、明治39(1906)年に発売した弊社の第一号製品、クラブ

洗粉です。

太一は自信を持って販売できる良い品を作ろうと、原料や香り、使用感に

徹底的にこだわりました。また、双美人を大きくデザインした美麗なパッケージ

デザインを採用し、大胆な広告手法で宣伝を行っています。それらが功を奏し、

発売から約1年で400万個を売り上げる大ヒットを記録しました。

平成29(2017)年には明治期の化粧品のうち、製造年代が明確で「近代化粧品

工業の発祥、発展を示す貴重な資料である」として、第8回化学遺産に認定されて

います。

クラブ洗粉 特大袋
（明治42年発売）
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中山太陽堂が発売した化粧水や乳液は、それ1本でさまざまな用途を持つものや、

何か1つの用途に特化したものまで多種多様な製品が存在しました。具体的には過酸化

水素が入った美白化粧水や、収れん作用のある化粧水などがあります。

戦後に入ると脂性肌用・乾燥肌用といった肌質別の製品が登場し、「シリコン」や

「ホルモン」等、配合成分がそのまま製品名に入るようになりました。

また、それぞれの製品をシリーズ化したことで、ライン使いができるようになった

ことも特徴的です。シリーズ化したことで肌質だけでなく、年齢に応じて製品を選ぶ

ことができ、より自身の肌に合うものが選べるようになりました。

大正から昭和にかけて社会が大きく変容し、日本女性の社会進出がめざましい中、

美容が大きく注目されたこともさまざまな製品を生み出した理由だと考えられます。
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クラブ美の素石鹸
（昭和8年発売）

カテイ石鹸の商標となった
カテイ石鹸のポスター

（大正9年頃）

カテイ石鹸 能書
（昭和初期）

シゼン 玉椿 石鹸
（平成22年発売）

やまとこすめ 美肌せっけん
（令和５年発売）

カテイ石鹸 角形
（昭和８年発売）

クラブ石鹸
（昭和中期発売）

クラブ化粧水（明治44年発売）

左：クラブワイス（大正12年発売）
中：クラブ美身ゼリー（大正2年発売）
右：クラブ乳液化粧水（大正2年発売）

クラブ美身液（昭和８年発売）

左：クラブシリコンアストロン（昭和31年発売）
中：クラブアストリンゼントスペシァル（昭和41年発売）
右：クラブグリンアストロン（昭和3４年発売）

クラブコモ（昭和30年発売）

左：クラブラブ乳液（昭和33年発売）
右：クラブラブ乳液 試供品（昭和中期発売）

左：モルセアジェフェル
UVフェイスウォーター（平成3年発売）

右：モルセアジェフェル
UVホワイトニングミルク（平成3年発売）

クラブ
すっぴんスキンローション ミルキー

（令和2年発売）

左：ならこすめフレッシュミスト（令和2年発売）
右：クラブエアリータッチミスト（平成27年発売）

フルベール カテイ石鹸（平成8年発売）

大正9(1920)年発売の「カテイ石鹸」を皮切りに石鹸を発売しました。石鹸だけ

ブランド名が異なるのは、「クラブ石鹸」という製品がすでに市場に出ていたため

です。後に商標を買い取り、クラブというブランド名でも石鹸を発売しています。

「カテイ石鹸」のブランド名は、「国家・社会というのは各家庭の集合体でできて

いる。よい家庭（健康と親愛が融合一致している状態）が家庭生活の理想である。

そして家庭愛の真髄は親子愛をもって表徴される」と考えたことが由来です。18世紀の

フランスの画家 ルブランの有名な作品「母と子」を用いて、親子愛とともに家族で使用

できるというメッセージを込め、カテイブランドのマークに採用しました。

カテイ石鹸は現在も販売され、ファミリーユースな製品として愛用されています。

カテイ石鹸
（昭和中期～昭和後期発売）
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クリーム第一号製品として、明治44(1911)年に発売したのが「英国式 クラブ

美身クリーム」です。明治43(1910)年に英国から招聘した化粧品技師 P.L.スミス

の活躍により完成しました。その後も「クラブ美身クリーム」として、今もなお大切

に作り続けています。

もう1つ発売当初から作り続けているのが、昭和10(1935)年発売の「薬用 クラブ

美身クリーム」です。このクリームはマッサージ美容法との併用で人気を博しました。

もともと愛称として親しまれていた「ホルモンクリーム」という名を、昭和30(1955)年

に正式に商品名として採用し、現在に至ります。

クリームは保湿を目的としたものだけでなく、洗顔・クレンジング・マッサージ

といった用途の製品も発売しました。これらの多種多様なクリームは多くの女性

の美を育みました。
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スキンケアの手順として一般的であるのは、クレンジングや洗顔を用いてメイクや

肌の汚れを落としてから、化粧水や乳液、クリームで保湿をするというものです。

近年ではこうした手順に加え、美容液やパックなど自身の肌状態や望む効果に合わせて

使用する化粧品が続々と誕生しました。

また、最近では複数のスキンケアアイテムが持つ役割を1つにまとめたオールインワン

化粧品も登場し、多様化した現代人の生活や各人の要望・嗜好に対応した美容の提案

がひろがっています。

当社では創業以降、双美人精神をもとに多くのスキンケア製品を世に送り出し、

時代によって移り変わる生活スタイルに合わせて多種多様なスキンケア方法をご紹介

してきました。

そこにはブランド名「クラブ」に込めた、「時代や国を問わず世界のいろいろな人に

製品をお届けしたい」という思いがあり、120年経った今もなお当社の経営理念として

生き続けています。
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左：クラブ 美身クリーム
通天閣限定パッケージ（平成２７年発売）

右：クラブ 美身クリーム
100周年限定パッケージ（平成23年発売）

クラブホルモンクリーム
（昭和中期発売）

クラブマッセークリーム
（明治45年発売）

左：クラブ美身コールド（昭和中期～昭和後期発売）
中：クラブコールドクリームースペシァル-（昭和後期発売）
右：クラブコールドクリーム（昭和中期～昭和後期発売）

右：クラブラブクリーム（昭和33年発売）

下：クラブ＜ママ用＞クリーム
  -スペシァル-（昭和42年発売）

右下：クラブ男性クリームG
  -スペシァル-（昭和42年発売）

左：クラブクレンジングクリーム
      （昭和28年発売）
右：クラブグリン 試供品（昭和中期発売）

左：特選クラブリーラクリーム（昭和２５年発売）
右：クラブレモンクリーム（昭和37年発売）

雑誌 『朝日座週報』 №２０
裏表紙広告
（昭和13年）

クラブ ホルモンクリーム
クラシカルリッチⅢ
（平成26年発売）

クラブ ホルモンクリーム
クラシカルリッチⅡ
（平成26年発売）

クラブ ホルモンクリーム
クラシカルリッチⅠ
（平成26年発売）

クラブ
ビフクレンジングクリーム
（昭和中期～昭和後期発売）

裏面

クラブはき白粉
（昭和初期）

薬用 クラブ美身クリーム
（昭和１０年発売）

クラブコケイ白粉
（昭和初期）

クラブポマード
/意匠案
（昭和初期）

クラブ
ホルモン美容乳液
（平成25年発売）

ミミチュール
キュットシェイプバー
（令和元年発売）

ワココ
酒粕※１と白麹※２のフェイスパック

（令和２年発売）

ミミチュール
マイグロウオイル
(令和３年発売）

薬用 クラブ美身クリーム
（昭和中期発売）

クラブ美身クリーム
（昭和中期～昭和後期発売）

クラブ美身クリーム
（大正中期～昭和初期発売）

クラブ美身クリーム（昭和初期発売）

明治時代に発売したバニシングクリームは、油分

が少なくさっぱりとした使用感が特徴です。
対してコールドクリームは、油分が多く含まれた

油性クリームで、肌につけると水分が蒸発し冷たい

感覚があるのが特徴です。

昭和33年以降、性別や世代別に訴求した製品を
続々と誕生させます。

クラブアップラボ
ナチュラルピールセラム
（令和5年発売）

＜美容液＞ ＜美容オイル＞ ＜フェイスパック＞ ＜オールインワン化粧品＞ ＜その他＞

※１ アスペルギルス／コメ発酵エキス(保湿成分） ※２ 保湿成分
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